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池田町の防災態勢　態勢：準備ができて、いつでも
　　　何かができる身構えや状態

町

長

①
平
成
18
年
3
月
に
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布

し
た
。
町
内
河
川
に
対
す
る
浸
水
想

定
区
域
が
県
よ
り
指
定
さ
れ
、
千
年

に
1
回
の
雨
量
想
定
を
加
え
て
、
河

川
ご
と
の
浸
水
区
域
を
出
す
作
業
が

二
度
手
間
に
な
ら
な

、
来
年
の
2
月
に
改

の
情
報
把
握
は
、
町
職

は
で
き
な
い
。
池
田
町

だだだだだだ

で
半
日
で
回
れ
る
範

ト
ロ
ー
ル
や
消
防
団
、

か
ら
も
情
報
を
把
握

を
強
化
し
て
い
く
。

停
電
対
策
と
し
て
、
可
搬
型
の
発
電

機
を
購
入
。
中
部
電
力
と
は
停
電
時

の
専
用
・
緊
急
電
話
を
開
設
。
無
電

柱
化
等
の
国
の
方
針
も
踏
ま
え
て
い

く
。
排
水
溝
は
、
平
常
か
ら
溝
浚
い

を
お
願
い
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
放
流

は
、
3
時
間
半
前
か
ら
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
連
絡
を
受
け
る
。

逆
流
対
策
で
は
、
杭
瀬
川
下
流
か
ら

河
川
改
修
等
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い

る
。
牧
田
川
が
越
水
す
れ
ば
池
田
町

も
影
響
を
受
け
る
、
県
へ
は
堆
積
土

砂
の
除
去
を
要
望
し
て
い
る
。
東
川
・

中
川
・
深
町
川
に
水
位
計
が
設
置
さ

れ
、
体
制
が
順
次
整
い
つ
つ
あ
る
。

③
5
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
は
気
象
庁
が
発

表
し
、
町
は
広
報
・
防
災
メ
ー
ル
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
制
度
を
周
知
し
た
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
適
正

に
運
用
す
る
。
警
戒
レ
ベ
ル
3
で
避

難
準
備
情
報
を
、
警
戒
レ
ベ
ル
4
で

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発
令
す
る
。

短
い
言
葉
で
「
命
を
守
れ
」
と
い
っ

た
表
現
に
な
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
し
て
、
池

田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
2
0
1
6
年
7

月
か
ら
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。
原
案
が
で

き
上
が
っ
て
い
る
な
ら
、
早
急
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
を
。

町

長
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
最
終
段
階
だ
が
、

県
と
の
調
整
、
最
終
確
認
を
経
て
印
刷
に

回
す
の
で
2
月
末
に
な
る
。
で
き
る
だ
け

早
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
更
新
し
た
い
。

池
田
町
が
差
し
押
さ
え
て
い
る
空

き
家
が
未
相
続
で
放
置
さ
れ
、
近
隣

住
民
が
困
惑
し
て
い
る
。
今
後
こ
の

よ
う
な
事
例
は
増
加
す
る
。
①
近
年

の
差
押
件
数
等

②
差
押
不
動
産
の

放
置
案
件
、
管
理
状
況
や
危
険
迷
惑

物
件
の
有
無
は

町

長
池
田
町
の
徴
収
率
は
、
県
内
で
常

に
3
位
以
内
で
あ
り
、
職
員
が
努
力

し
て
く
れ
て
い
る
。
未
納
が
発
生
し

た
ら
、
自
主
返
納
を
促
し
財
産
調
査

や
滞
納
処
分
、
差
し
押
さ
え
と
か
い

ろ
ん
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
。
不

動
産
の
差
し
押
さ
え
は
、
財
産
的
な

価
値
が
な
い
場
合
や
優
先
順
位
が
低

い
な
ど
、
積
極
的
な
公
売
に
向
い
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

①
平
成
20
年
度
以
降
の
差
し
押
さ
え

は
57
件
あ
り
、
公
売
は
平
成
19
年

度
に
1
件
、
平
成
24
年
度
に
2
件

で
、
4
0
2
万
円
を
町
税
に
充
当

し
た
。
動
産
で
は
、
普
通
自
動
車

8
件
、
軽
自
動
車
6
件
を
差
し
押

さ
え
た
。

②
2
年
以
上
続
く
差
押
不
動
産
は
全

体
で
18
件
で
、
10
件
が
現
在
も
分

納
の
履
行
中
。
そ
の
ほ
か
7
件
は

生
活
困
窮
等
の
理
由
で
分
納
が
中

断
、
滞
納
者
が
死
亡
し
未
相
続
の

も
の
が
1
件
あ
る
。

ま
た
、
町
全
体
で
空
き
家
が

4
5
0
件
ほ
ど
あ
り
、
放
置
家
屋
、

土
地
等
も
あ
る
。
そ
れ
が
危
険
迷

惑
物
件
と
な
っ
て
き
た
ら
、
管
理

責
任
の
基
本
は
所
有
者
で
あ
り
、

所
有
者
に
連
絡
す
る
。
地
域
の
区

長
か
ら
も
要
請
が
来
た
ら
住
所
を

調
べ
て
、
そ
こ
へ
通
知
を
出
す
こ

と
を
何
回
か
や
っ
て
い
る
。

迷
惑
し
て
い
る
近
隣
住
民
は
た
だ

耐
え
る
だ
け
と
い
う
状
況
、
こ
う
い

う
の
を
何
と
か
で
き
な
い
の
か
。

町

長
近
隣
の
人
で
雑
草
を
処
理
し
て
い

た
が
所
有
者
か
ら
立
入
を
反
対
さ
れ

た
例
が
あ
っ
た
。
迷
惑
を
か
け
な
い

と
約
束
を
し
て
、
状
況
を
整
え
て
合

意
形
成
を
図
る
こ
と
も
一
つ
の
手
。

お
互
い
の
環
境
を
、
地
域
で
守
る
こ

と
を
、
皆
が
承
認
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

◎
要
望

こ
の
種
の
案
件
へ
は
町
の
積
極

的
な
支
援
を
要
望
す
る
。

町
差
押
不
動
産
等
へ
の
対
応

①
9
月
の
台
風
15
号
や
10

月
の
台
風
19
号
で
は
各

地
で
未
曾
有
の
被
害
が

発
生
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
へ
の
対
策
も
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
各
地
の
被
害

区
域
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
想
定
区
域
が
ほ
ぼ

一
致
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
し
か

し
、
池
田
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
十

数
年
前
の
ま
ま
で
町
民
か
ら
も
改
定
要

望
が
強
い
。
大
垣
市
や
大
野
町
は
、
想

定
最
大
規
模
を
百
年
か
ら
千
年
に
1
度

に
改
定
済
み
と
報
道
さ
れ
た
。
池
田
町

が
で
き
な
い
理
由
と
発
行
時
期
は
。

②
大
規
模
災
害
で
は
、
情
報
収
集
・
大
規

模
停
電
・
排
水
溝
の
詰
ま
り
・
ダ
ム
の

放
流
・
増
水
時
の
逆
流
等
、
新
た
な
リ

ス
ク
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
対
策
等
は
。

③
5
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
対
す
る
、
自

治
体
の
判
断
や
運
用
方
針
は
。


